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消耗品等の調達 事務作業全般

公民館利用者活動支援事業

部名 課かい名 小和田公民館教育推進部

個人、サークルの学習相談、情報提供

簡易印刷機貸出し

利用者懇談会(全体会、世話人会等）

申請等受付

事務事業概要書

事業概要

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策を講じ、各団体・サークルの公民館の利用

に伴う申請受付・貸出業務等の業務管理や業務運営上、必要な物品の整理等、公民館の適

正な運営を図るための業務管理を行います。また、運営にあたり、５館でとりまとめるこ

とで事務の効率化及び経費の削減が見込まれる事項については、５館連携のもと、随時実

施します。

事務事業名

予約申込抽選、利用調整作業

決定書交付、取消受付

サークル利用登録、サークル紹介

8月 9月
10

月
4月 5月

利用者への貸室業務

活動種別活動名
2月 3月6月

活動時期

申請等受付

申請等受付

申請等受付

11

月

12

月
1月7月

貸出ロッカー抽選、登録

機器類等修繕、維持管理

業務管理経費等支払

申請等受付

相談・問合せ対応

申請等受付

庁外調整・会議

修繕、保守点検

伝票処理・契約事務



法的
実施根拠

あり

根拠法令
抜粋

社会教育法（抜粋）

(目的)

第二十条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の

純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

(公民館の事業)

第二十二条　公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を行う。但

し、この法律及び他の法令によつて禁じられたものは、この限りでない。

一　定期講座を開設すること。

二　討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。

三　図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。

四　体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。

五　各種の団体、機関等の連絡を図ること。

六　その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。
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6 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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事務事業名 施設維持管理業務

事務事業概要書

部名 教育推進部 課かい名 小和田公民館

事業概要

利用者が安全快適に公民館を利用できるよう、施設の維持管理を行います。また、公民館

施設の設備の保守点検を定期的に実施し、適正な施設管理を行います。

活動名 活動種別

活動時期

4月 5月 6月 7月 8月 3月
12

月
1月 2月

維持管理業務（自動ドア点検） 修繕、保守点検

9月
10

月

11

月

維持管理業務（清掃） 修繕、保守点検

維持管理業務（警備） 修繕、保守点検

維持管理業務（消防用設備点検） 修繕、保守点検

維持管理業務（自家用電気工作物点検） 修繕、保守点検

日常簡易点検 修繕、保守点検



法的
実施根拠

あり

根拠法令
抜粋

社会教育法（抜粋）

(目的)

第二十条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の

純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

(公民館の事業)

第二十二条　公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を行う。但

し、この法律及び他の法令によつて禁じられたものは、この限りでない。

一　定期講座を開設すること。

二　討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。

三　図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。

四　体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。

五　各種の団体、機関等の連絡を図ること。

六　その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。



1 事業の企画、開催要領（企画書）作成 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

2 講師選定、日程調整、会場確保　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

3 会場視察、調査 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

4 事業に係る物品等購入 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

5 参加者募集（チラシ作成等広報活動） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

6 参加受付 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

7 準備行為（リハーサル） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

8 事業実施（講座開催等） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

9 事業の振り返り、検証 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

10 結果報告書作成 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

11 講師謝礼支払 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

12 次年度事業計画 ■ ■ ■ ■ ■ ■

13

14

15

事務作業全般

伝票処理・契約事務

検討

現場調査・訪問

イベント開催

事務作業全般

事務作業全般

事務作業全般

申請等受付

現場調査・訪問

9月

検討

検討

事業概要

子どもの居場所づくりや地域の人たちとのふれあいや交流を通して、子どもが健やかに育

まれるよう、オンラインや動画配信による講座や公民館利用団体やボランティアと協力し

て行う講座等により、さまざまな学習体験の場を提供します。また、地域団体や学校等と

の連携により、学校区や学年を超えた子ども同士や大人と子どもの交流の促進を図りま

す。

活動名 活動種別

活動時期

4月 5月 6月 7月 8月 3月
12

月
1月 2月

10

月

11

月

事務事業名 子ども事業

事務事業概要書

部名 教育推進部 課かい名 小和田公民館



法的
実施根拠

あり

根拠法令
抜粋

社会教育法（抜粋）

(目的)

第二十条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の

純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

(公民館の事業)

第二十二条　公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を行う。但

し、この法律及び他の法令によつて禁じられたものは、この限りでない。

一　定期講座を開設すること。

二　討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。

三　図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。

四　体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。

五　各種の団体、機関等の連絡を図ること。

六　その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。



1 事業の企画、開催要領（企画書）作成 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

2 講師選定、日程調整、会場確保　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

3 会場視察、調査 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

4 事業に係る物品等購入 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

5 参加者募集（チラシ作成等広報活動） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

6 参加受付 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

7 準備行為（リハーサル） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

8 事業実施（講座開催等） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

9 事業の振り返り、検証 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

10 結果報告書作成 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

11 講師謝礼支払 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

12 次年度事業計画 ■ ■ ■ ■ ■ ■

13

14

15

事務作業全般

伝票処理・契約事務

検討

現場調査・訪問

イベント開催

事務作業全般

事務作業全般

事務作業全般

申請等受付

現場調査・訪問

9月

検討

検討

事業概要

新型コロナウイルスにより子育てに対する不安やストレスが一層社会問題化しているな

か、家庭教育支援の充実を図るため、オンラインや動画配信の手法を取り入れながら、家

庭教育をテーマとした学習機会及び親子のふれあいの場を提供します。

子育てに関する相談及び育児に役立つ情報提供並びに身近で気軽に参加できる憩い、交流

及び仲間作りの場などを提供し、子育てに不安や悩みを持つ保護者が、安心して家庭教育

を行えるよう、子育て（家庭教育）への支援を進めます。

　

活動名 活動種別

活動時期

4月 5月 6月 7月 8月 3月
12

月
1月 2月

10

月

11

月

事務事業名 家庭教育支援関連事業

事務事業概要書

部名 教育推進部 課かい名 小和田公民館



法的
実施根拠

あり

根拠法令
抜粋

社会教育法（抜粋）

(目的)

第二十条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の

純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

(公民館の事業)

第二十二条　公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を行う。但

し、この法律及び他の法令によつて禁じられたものは、この限りでない。

一　定期講座を開設すること。

二　討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。

三　図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。

四　体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。

五　各種の団体、機関等の連絡を図ること。

六　その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。



1 事業の企画、開催要領（企画書）作成 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

2 講師選定、日程調整、会場確保　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

3 会場視察、調査 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

4 事業に係る物品等購入 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

5 参加者募集（チラシ作成等広報活動） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

6 参加受付 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

7 準備行為（リハーサル） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

8 事業実施（講座開催等） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

9 事業の振り返り、検証 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

10 結果報告書作成 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

11 講師謝礼支払 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

12 次年度事業計画 ■ ■ ■ ■ ■ ■

13

14

15

事務作業全般

伝票処理・契約事務

検討

現場調査・訪問

イベント開催

事務作業全般

事務作業全般

事務作業全般

申請等受付

現場調査・訪問

9月

検討

検討

事業概要

シニア世代が、地域における孤立からの脱却や社会参加へのきっかけづくりを図るための

学習機会を提供します。

デジタル・ディバイドから生まれる課題（便利で豊かな社会になっていく一方、高齢者を

置き去りにしてしまう）を解決するため、ICT利活用を支援するためのオンライン又は動

画配信による講座を実施します。また、市の関係部局、社会福祉協議会、民生委員・児童

委員協議会、地域包括支援センター等と連携し、デジタル・ディバイド解消に向けた取組

について検討します。

活動名 活動種別

活動時期

4月 5月 6月 7月 8月 3月
12

月
1月 2月

10

月

11

月

事務事業名 シニア事業

事務事業概要書

部名 教育推進部 課かい名 小和田公民館



法的
実施根拠

あり

根拠法令
抜粋

社会教育法（抜粋）

(目的)

第二十条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の

純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

(公民館の事業)

第二十二条　公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を行う。但

し、この法律及び他の法令によつて禁じられたものは、この限りでない。

一　定期講座を開設すること。

二　討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。

三　図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。

四　体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。

五　各種の団体、機関等の連絡を図ること。

六　その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。



1 事業の企画、開催要領（企画書）作成 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

2 講師選定、日程調整、会場確保　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

3 会場視察、調査 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

4 事業に係る物品等購入 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

5 参加者募集（チラシ作成等広報活動） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

6 参加受付 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

7 準備行為（リハーサル） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

8 事業実施（講座開催等） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

9 事業の振り返り、検証 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

10 結果報告書作成 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

11 講師謝礼支払 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

12 次年度事業計画 ■ ■ ■ ■ ■ ■

13

14

15

事務作業全般

事務作業全般

伝票処理・契約事務

検討

事務作業全般

事務作業全般

申請等受付

現場調査・訪問

イベント開催

現場調査・訪問

9月
10

月

11

月

検討

検討

事業概要

令和４年度オープンした茅ヶ崎市博物館との連携事業を実施します。

茅ヶ崎市博物館の収蔵資料、情報、建物及び人材を活用し、文化財保護の啓発、活用の促

進、郷土愛の醸成等、ミュージアムリテラシー向上の一助となる講座を実施します。

令和４年度に整備したデジタル環境（Ｗｉ－Ｆｉ）を活用し、公民館の利活用の幅を拡大

するため、ICTを活用した社会教育に係る情報発信に努めます。

活動名 活動種別

活動時期

4月 5月 6月 7月 8月 3月
12

月
1月 2月

事務事業名 博物館連携事業

事務事業概要書

部名 教育推進部 課かい名 小和田公民館



根拠法令
抜粋

社会教育法（抜粋）

(目的)

第二十条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の

純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

(公民館の事業)

第二十二条　公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を行う。但

し、この法律及び他の法令によつて禁じられたものは、この限りでない。

一　定期講座を開設すること。

二　討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。

三　図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。

四　体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。

五　各種の団体、機関等の連絡を図ること。

六　その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。

法的
実施根拠

あり



1 事業の企画、開催要領（企画書）作成 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

2 講師選定、日程調整、会場確保　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

3 会場視察、調査 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

4 事業に係る物品等購入 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

5 参加者募集（チラシ作成等広報活動） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

6 参加受付 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

7 準備行為（リハーサル） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

8 事業実施（講座開催等） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

9 事業の振り返り、検証 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

10 結果報告書作成 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

11 講師謝礼支払 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

12 次年度事業計画 ■ ■ ■ ■ ■ ■

13

14

15

事務作業全般

伝票処理・契約事務

検討

現場調査・訪問

イベント開催

事務作業全般

事務作業全般

事務作業全般

申請等受付

現場調査・訪問

9月

検討

検討

事業概要

社会的要請課題や現代的課題として、食育・健康・環境問題・安全安心・情報化・共生社

会・コミュニケーションスキル等をテーマとし、地域団体との共催・協力など多様な方法

により事業を実施します。また、地域の人たちが集い、交流できる場を提供しながら、自

分の住む地域への理解と地域の中でのコミュニケーションを喚起し、地域づくりや地域の

教育力の向上を図られるよう支援し、参加者の交流を図ります。

活動名 活動種別

活動時期

4月 5月 6月 7月 8月 3月
12

月
1月 2月

10

月

11

月

事務事業名 地域課題解決等事業

事務事業概要書

部名 教育推進部 課かい名 小和田公民館



法的
実施根拠

あり

根拠法令
抜粋

社会教育法（抜粋）

(目的)

第二十条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の

純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

(公民館の事業)

第二十二条　公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を行う。但

し、この法律及び他の法令によつて禁じられたものは、この限りでない。

一　定期講座を開設すること。

二　討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。

三　図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。

四　体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。

五　各種の団体、機関等の連絡を図ること。

六　その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。



1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

2 ■ ■

3 ■

4 ■ ■ ■ ■ ■ ■

5 ■ ■

6 ■ ■

7 ■

8 ■

9 ■

10 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

11 ■ ■ ■ ■

12 ■ ■

13 ■ ■ ■ ■ ■ ■

14 ■ ■ ■ ■ ■ ■

15

講座情報紙作成 事務作業全般

講座情報紙発行 周知・広報

ロビー展示 イベント開催

公民館報作成 事務作業全般

公民館報発行 周知・広報

公民館まつり開催 イベント開催

公民館まつり反省会等 事務作業全般

会計報告・委託料精算 伝票処理・契約事務

公民館まつり開催に係る準備 事務作業全般

プログラム、チラシ、ポスター作製 イベント開催

公民館まつり開催周知 周知・広報

公民館まつり実施委託料支払 伝票処理・契約事務

9月
10

月

11

月

まつり実行員会、本部会、連絡会　設置 庁外調整・会議

参加団体・サークル募集受付 申請等受付

事業概要

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策に基づく創意工夫を行い、公民館まつりの

開催等により、利用団体・サークルによる日頃の学習成果を地域に還元する機会を提供し

ます。また、公民館だより及び公民館情報紙の発行並びにチラシの配架、ホームページ及

びＳＮＳによる情報発信を活用し、地域や学習者のニーズに応じた学習機会や講座等の情

報を提供します。

活動名 活動種別

活動時期

4月 5月 6月 7月 8月 3月
12

月
1月 2月

事務事業名 学習成果活用・学習情報提供事業

事務事業概要書

部名 教育推進部 課かい名 小和田公民館



法的
実施根拠

あり

根拠法令
抜粋

社会教育法（抜粋）

(目的)

第二十条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の

純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

(公民館の事業)

第二十二条　公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を行う。但

し、この法律及び他の法令によつて禁じられたものは、この限りでない。

一　定期講座を開設すること。

二　討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。

三　図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。

四　体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。

五　各種の団体、機関等の連絡を図ること。

六　その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。



1 ■ ■

2 ■

3 ■ ■

4 ■

5 ■

6 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

7 ■

8 ■ ■ ■

9 ■ ■ ■

10

11

12

13

14

15

インターンシップの受け入れ 事務作業全般

おもしろいっぱい遊び空間中学生ボランティア募集 周知・広報

おもしろいっぱい遊び空間中学生ボランティア活用 事務作業全般

まつりでの中学生ボランティア活用 事務作業全般

こども事業参加小中学生の募集 周知・広報

こども事業小中学生参加、活動 市民等向け研修・講座

公民館まつり中学生ボランティア募集 周知・広報

9月
10

月

11

月

小学生公民館見学 事務作業全般

中学生職場体験 事務作業全般

事業概要

次世代の育成とともに、地域の活性化を図るため、地域の小中学校等の教育機関や団体と

連携し、主催事業への参画及び参加の要請並びに通常業務のボランティア、職場体験及び

インターンシップの受入れを実施します。

活動名 活動種別

活動時期

4月 5月 6月 7月 8月 3月
12

月
1月 2月

事務事業名 次世代育成ネットワーク事業

事務事業概要書

部名 教育推進部 課かい名 小和田公民館



法的
実施根拠

あり

根拠法令
抜粋

社会教育法（抜粋）

(目的)

第二十条　公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の

純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

(公民館の事業)

第二十二条　公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を行う。但

し、この法律及び他の法令によつて禁じられたものは、この限りでない。

一　定期講座を開設すること。

二　討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。

三　図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。

四　体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。

五　各種の団体、機関等の連絡を図ること。

六　その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。



1 ■ ■

2 ■

3 ■

4 ■

5 公民館運営審議会の開催通知 ■ ■ ■

6 公民館運営審議会の開催情報の公開 ■ ■ ■

7 ■ ■ ■

8 会議録の作成 ■ ■ ■

9 委員による会議録内容の確認 ■ ■ ■

10 会議録の公開 ■ ■ ■

11 県公民館大会・研修会への参加 ■ ■

12 公民館運営審議会委員連絡協議会 ■ ■ ■

13 公民館運営審議会委員報酬の支払 ■ ■ ■

14 諮問・答申 ■ ■

15

伝票処理・契約事務

審議会

事務作業全般

庁外調整・会議

事務作業全般

庁外調整・会議

庁外調整・会議

委員名簿の更新 事務作業全般

通知等発送

事務作業全般

公民館運営審議会　会議開催 審議会

公民館運営審議会委員の委嘱 事務作業全般

9月
10

月

11

月

委員の推薦依頼、選出 事務作業全般

教育委員会定例会 事務作業全般

事業概要

社会教育施設として、地域全体の視点から公民館のあり方や基本的な運営方針、事業実施

状況等について評価等を行い、公民館長の諮問に応じ、様々な課題について調査審議を行

う公民館運営審議会に係る庶務を行います。

活動名 活動種別

活動時期

4月 5月 6月 7月 8月 3月
12

月
1月 2月

事務事業名 公民館運営審議会事務

事務事業概要書

部名 教育推進部 課かい名 小和田公民館



法的
実施根拠

あり

根拠法令
抜粋

社会教育法(抜粋）

(公民館運営審議会)

第二十九条　公民館に公民館運営審議会を置くことができる。

２　公民館運営審議会は、館長の諮問に応じ、公民館における各種の事業の企画実施につ

き調査審議するものとする。

(昭三四法一五八・平一一法八七・一部改正)

第三十条　市町村の設置する公民館にあつては、公民館運営審議会の委員は、当該市町村

の教育委員会(特定公民館に置く公民館運営審議会の委員にあつては、当該市町村の長)が

委嘱する。

２　前項の公民館運営審議会の委員の委嘱の基準、定数及び任期その他当該公民館運営審

議会に関し必要な事項は、当該市町村の条例で定める。この場合において、委員の委嘱の

基準については、文部科学省令で定める基準を参酌するものとする。

茅ヶ崎市立公民館条例(抜粋）

(審議会の設置)

第16条　法第29条第1項の規定により公民館に公民館運営審議会(以下「審議会」とい

う。)を置く。

(平24条例10・追加)

(委員)

第17条　審議会の委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動

を行う者並びに学識経験を有する者のうちから教育委員会が委嘱する。

2　委員の定数は、7人以内とする。

3　委員の任期は、2年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

4　委員は、再任されることができる。


